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調剤報酬理解のための一冊

薬局薬剤師の仕事が「モノからヒトへ」といわれ始め
たころから保険薬局での仕事は大きく変化してきた．
薬学教育 6 年制も定着し，処方箋監査の質や服薬指
導の内容が大きく向上したことを実感している．仕事
の変化に対応するためにはインセンティブの一つであ
る調剤報酬が大きな役割を果たしているが，毎年のよ
うに変更点があるうえ，お役所独特の表現や言い回し
に苦心しながら運用してきた．幸い，私の薬局では優
秀な管理薬剤師に保険調剤について教えてもらうこと
ができるのだが，果たして要件の取りこぼしはないだ
ろうか？ 都合よく解釈していないだろうか？ と不安にな
ることもある．

本書を手にして，これまで時間をかけて調べていた要
件や法的根拠が明確にそして簡潔に記載されている点
について好印象をもった．この本は「速解」をかなり意
識されており，検索性が抜群に優れていることがポイ
ントだ．表紙にインデックスが記されることで，目次を
開く行為をひと手間省いて調べ始めることができる．
疑問点が出た際には，点数，算定要件，その法的根
拠をそれぞれ調べなければならないが，参考とすべき
資料の URL まで掲載されており，その場で素早く調べ
ることができる．レセプト鑑査まで意識されており，電
算コードや略称が記載された本はこれまで見たことが
ない．山口路子先生らしい切り口とわかりやすい表現
で，新人薬剤師の教科書，ベテラン薬剤師の理解度の
確認，薬局の業務見直しのたたき台などとして非常に
有用なので是非，薬局に備えたい一冊だ．

インターネットから得られる新鮮な情報はとても有用
ではあるが，ソースによっては地域性，投稿者の表現
不足，曲解など注意点を理解したうえで活用しなけれ
ばならない．半面，書籍の情報は 2 年に 1 回改定さ
れる調剤報酬に考慮すべき点があることを踏まえなけ
ればならない．保険薬剤師が窓口に立ち，また在宅訪
問するうえで，この本をしっかり読み込めば Q＆A に記
載されないさまざまなケースに自信をもって対応してい
ける．複雑な保険点数を計算するためにはレセコンに
頼らなければならないが，自動算定された内容を説明
する責務も保険薬局薬剤師の多岐にわたる仕事の一
つだと改めて感じさせられた．
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